
私たち人間は、水、空気、食べ物、温泉など自然や生き
物の恵みを受け、時には火山活動や水害など自然の脅威
とも相対しながら、地域の産業や文化を育み、豊かで健康
な生活を営んでいます。また、多くの生き物もお互いに影
響しあって、この鹿児島市に生息・生育しています。この
ように様々な自然の中で、多種多様な生き物がお互いに
つながり、影響しあって個性豊かに生命を育んでいる状
態を生物多様性と呼んでいます。

しかしながら、人間が物質的な豊かさや便利さを求めたことにより、森林や渚等
の自然は減少し、生き物の絶滅のおそれを高め、また一方で人間や農作物などに被
害を及ぼす外来の生き物が侵入するなど、生物多様性へ様々な影響が見られるよう
になっています。

また、かつて子どもたちは、近くの小川や山野でよく遊び、いろいろなことを体
験することで、生命の尊さや躍動感、自然の営みといったものを日常的に感じたも
のでしたが、現代社会では、身近な自然の減少や生活様式の変化により、自然や生
き物とのつながり、生物多様性の重要性について気づき、考えることが難しい状況
を生み出しています。

世界では、生物多様性条約が 1992 年（平成４年）に採択され、我が国においても
翌年に同条約を締結し、生物多様性国家戦略や生物多様性基本法を定め、様々な取
組が進められています。

このような中、生物多様性についての理解を深め、これを保全し、持続可能な利
用を図るため、鹿児島市生物多様性地域戦略を策定しました。

この戦略は、将来の世代に恵み豊かな自然をより良い状態で引き継いでいくた
めの道しるべとして、生物多様性から見た 2050 年の望ましい将来像を展望し、
2021 年度（平成 33 年度）までに実行する具体的な取組をまとめたものです。

戦略の推進にあたりましては、行政はもとより、市民、事業者、市民活動団体等
の皆様の積極的な参加と協力が欠かせませんので、趣旨をご理解いただき、一層の
お力添えをお願い申し上げます。

終わりに、戦略の策定にあたり、熱心にご審議いただきました鹿児島市環境審議
会、専門家会議及び生物多様性を語る会の皆様をはじめ、貴重なご意見やご助言を
いただきました市民の皆様に厚くお礼申し上げます。

平成 26 年３月

鹿児島市長　 森  博 幸

は じ め に
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